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平成 30年 10月 1日　発行
公益社団法人岡谷下諏訪広域
シルバー人材センター

●岡谷市長地権現町四丁目11－50
　TEL 0266 － 23 － 0760

URL https://webc.sjc.ne.jp/okaya/
E-mail osksc@po24.lcv.ne.jp
●下 諏 訪 町 4 6 1 3 番 地 8

　TEL 0266 － 28 － 0890

第 122号

会
員
数

岡 谷 地 区 240人（男性 188人・女性 52人）
下諏訪地区 258人（男性 158人・女性 100人）
計 498人（男性 346人・女性 152人）

平成30年8月31日現在

………………  10月1日から10月31日まで  ………………

10月はシルバー人材センター事業普及啓発促進月間

豊富な知識と経験を地域社会に提供しよう‼
▶�秋の社会奉仕活動（10月6日）、チラシの配布、広報紙、新聞広告
などによる PR等を計画しています。

▶11月には、「シルバーフェア」が開催されます。

社会奉仕活動（7月29日）
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■
社
会
奉
仕
活
動

▼
岡
谷
地
区
…
…
…
…
…
…
● 

　

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域

に
少
し
で
も
恩
返
し
を
と
、
今
年
も

７
月
29
日
に
全
会
員
に
よ
る
社
会
奉

仕
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
に
は
異
例
な
コ
ー
ス
を
取
っ

て
来
た
台
風
12
号
の
影
響
を
受
け
ど

う
な
る
か
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
影
響

も
な
く
実
施
で
き
ま
し
た
。
開
会
式

で
田
中
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
今
井 　

理
事
・
班
長
合
同
会
議
が
7
月
4
日
㈬
、諏

訪
湖
ハ
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
中
理
事
長
よ
り
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
特
に
全
国
的
に
も
会

員
数
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
な
か
で
、
当

セ
ン
タ
ー
も
会
員
の
増
強
が
必
要
で
あ
る
と
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
事
務
局
か
ら
の
事
業
実
績
の
説
明
に
続
き
、

総
務
、
就
業
、
安
全
、
文
化
の
各
部
会
長
よ
り
、

事
業
計
画
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
後
の
主
な
行
事
日
程
や
依
頼
事

項
等
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
そ

の
後
、
担
当
理
事
と
地
域
班
班
長
と
の
懇
談

が
行
わ
れ
、
会
議
が
終
了
し
ま
し
た
。

体
操
を
行
っ
た
後
、
今
井
地
区
、
間

下
地
区
の
皆
さ
ん
は
蚕
糸
公
園
で
、

そ
の
他
地
区
の
皆
さ
ん
は
諏
訪
湖
ハ

イ
ツ
周
辺
で
の
除
草
作
業
を
行
い
暑

く
な
る
前
に
解
散
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
ご
苦

労
様
で
し
た
。

▼
下
諏
訪
地
区
…
…
…
…
…
●

　

今
年
度
の
第
1
回
、
社
会
奉
仕
活

動
を
７
月
29
日
の
午
前
6
時
30
分
か

ら
8
時
30
分
頃
ま
で
、
約
150
名
の
参

加
で
町
庁
舎
及
び
文
化
セ
ン
タ
ー
周

辺
の
清
掃
と
草
取
り
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　

前
夜
か
ら
の
台
風
情
報
で
実
施
が

危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
程
好
く
曇
天

と
な
り
予
定
通
り
行
う
事
が
出
来
ま

し
た
。
作
業
を
開
始
す
る
に
あ
た
り

青
木
町
長
か
ら
御
挨
拶
と
激
励
の
御

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
町
ス
ポ

ー
ツ
推
進
委
員
の
高
木
会
員
の
指
揮

で
行
い
作
業
に
入
り
ま
し
た
。
な
お

今
回
も
行
政
理
事
の
増
澤
健
康
福
祉

課
長
が
作
業
に
参
加
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。

　

短
時
間
に
も
拘
わ
ら
ず
、
軽
ト
ラ

ッ
ク
2
台
分
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
大

量
の
草
取
り
が
出
来
、
参
加
さ
れ
ま

市
長
か
ら
激
励
の
挨
拶
が
あ
り
、
山

本
ハ
イ
ツ
館
長
か
ら
感
謝
の
挨
拶
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
全
員
で
ラ
ジ
オ

し
た
会
員
の
皆
さ
ん
誠
に
お
疲
れ
様

で
し
た
。
な
お
、
次
回
の
奉
仕
活
動

は
10
月
6
日
㈯
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

総合事業訪問型サービス講習の受講者募集

理
事・班
長
合
同
会
議 

開
催

理事・班長  合同会議

蚕糸公園での奉仕活動［岡谷地区］

作業前のラジオ体操［下諏訪地区］

●対象：会員、これから会員になる方

●期間：�11月19日（月）～ 12月7日（金）のうち
4日間（座学3日、実習1日）

●会場：諏訪湖ハイツ、あいとぴあ

※�この講習を受講すると、介護保険の要支援 1・2の
方に対する生活援助サービス（訪問型サービス A）
の従事者として仕事をすることができます。
※詳しくは、事務局にお問い合わせください。
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　7月13日㈮に岡谷地区全体の理事、監事、班
長、女性部幹事、事業部会代表が諏訪湖ハイツ
大会議室に集結し、合同会議が開催されました。
　会議に先立ち、市の学芸員：林久美子氏から
「シルク岡谷」についての講演を受け、岡谷蚕
糸業発展の歴史及びカイコから生糸になるまで
の作業工程等についての話をお聞きしました。
　会議は、社会奉仕活動（7/29）・（10/6）と理事、
班長ボランティア活動（9/1）についての役割分
担、推進内容について説明がなされました。
　会議終了後に懇親会が行われ、今後一緒に頑
張れる雰囲気の会となりました。

　7 月 7 日㈯、副理事長、局長、各部会理事、
地区及び職群の各班長が出席し、老人福祉セン
ターで開催しました。
　今井副理事長のあいさつ、宮澤局長の現況報
告の後、各部会から今年度の事業計画について
説明がなされました。役員の改選により新任の
役員が多い中、会議終了後は女性役員中心に会
費制の懇親会が用意され、親交を深める良い機
会となりました。
　知り合いの方々が多くなることは今後の諸活
動に大いに役立つのではないかと期待しており
ます。

●
県
シ
連
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

　
県
シ
連
に
よ
る
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
が
6
月
26
日
㈫
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
岡
谷
地
区
・
刈
払
機
に
よ
る
草

刈
作
業
、
下
諏
訪
地
区
・
植
木
剪

定
作
業
の
現
場
を
安
全
適
正
就
業

パ
ト
ロ
ー
ル
点
検
表
に
基
づ
き
実

施
し
ま
し
た
。
両
地
区
共
問
題
な

く
作
業
さ
れ
て
お
り
、
各
現
場
の

班
長
さ
ん
の
姿
勢
が
大
変
良
か
っ

た
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

●
安
全
委
員
会
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

　
安
全
適
正
就
業
強
化
月
間
に
合

わ
せ
、
7
月
13
日
㈮
に
安
全
委
員

会
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
岡
谷
地
区
は
下
諏
訪
の
安
全
委

員
、
下
諏
訪
地
区
は
岡
谷
の
安
全

委
員
が
担
当
し
、
植
木
剪
定
（
今

回
下
諏
訪
地
区
は
な
し
）・
草
刈

り
・
草
取
り
作
業
を
パ
ト
ロ
ー
ル

し
ま
し
た
。
各
作
業
現
場
共
安
全

基
準
に
基
づ
い
た
作
業
が
行
わ
れ

特
に
指
摘
事
項
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
で
き
る
限
り
一
人
で
の

草
刈
り
作
業
は
避
け
る
よ
う
に
し

た
方
が
良
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
今
年
は
異
常
気
候
、
高

温
の
中
、
熱
中
症
対
策
、
水
分
の

補
給
、
休
憩
を
取
り
な
が
ら
適
正

に
安
全
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
事

を
確
認
し
ま
し
た
。

岡谷地区役員合同会議下諏訪地区役員合同会議

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

▼役員合同会議［老人福祉センター］
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役員合同会議［諏訪湖ハイツ］

▲草取り現場 ▲剪定現場
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7
月
11
日
㈬
、
岡
谷
市
内
山
霊
園
に
お

い
て
参
加
者
15
人
の
出
席
の
も
と
、
刈
払

機
等
安
全
取
扱
い
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

午
前
中
は
室
内
で
講
義
を
中
心
に
行
わ

れ
、
田
中
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
小
出
澤

安
全
部
会
長
か
ら
安
全
就
業
、
栁
澤
就
業

部
会
長
か
ら
就
業
全
般
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
草
間
安
全
就
業
推
進
担
当
か
ら
、

刈
払
機
に
よ
る
器
物
破
損
事
故
に
つ
い
て

の
事
故
原
因
の
説
明
と
プ
ロ
意
識
を
持
っ

て
、
作
業
に
取
り
組
む
よ
う
諸
注
意
が
あ

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
今
年

度
の
講
師
、
林
業

労
働
安
全
管
理
指
導
専
門
家
の
山
下
一
夫

先
生
か
ら
、
安
全
な
刈
払
機
作
業
に
つ
い

て
の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
は
実
技
実
習
で
、
先
生
か
ら
は
一

部
指
摘
事
項
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

素
晴
ら
し
い
作
業
を
実
施
し
て
い
る
と
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
こ
の
講
習
会
で
学
ん
だ
知
識
を

新
た
な
気
持
ち
で
安
全
作
業
を
徹
底
し
、

事
故
を
起
こ
さ
な
い
事
を
確
認
し
合
い
講

習
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

■

刈
払
機
等
安
全
取
扱
い
技
能
講
習
会
開
催

▲植木剪定技能の講義

▲植木剪定の実習

▲刈払機安全取扱い技能の講義

▲刈払機の実習

　

７
月
18
日
㈬
、
下
諏
訪
町
の
水
月
霊
園

に
お
い
て
25
名
の
参
加
に
よ
り
、
植
木
剪

定
技
能
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
田
中
理
事
長
の
挨
拶
。
続
い

て
小
林
安
全
副
部
会
長
、
栁
澤
就
業
部
会

長
か
ら
安
全
就
業
と
技
能
習
得
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
、
草
間
安
全
就
業
推
進
担

当
か
ら
「
事
故
の
発
生
状
況
、
発
生
要
因

と
防
止
対
策
に
つ
い
て
」
の
報
告
と
安
全

活
動
に
お
い
て
の
諸
注
意
が
あ
り
ま
し

た
。

　

講
師
に
は
川
島
造
園
代
表
の
川

島
泰
啓
先
生
を
お
招
き
し
て
、
午

前
中
は
室
内
で
「
松
の
剪
定
方
法

と
注
意
点
に
つ
い
て
」
の
講
義
が
あ
り
ま

し
た
。

　

午
後
は
霊
園
内
で
松
を
中
心
に
剪
定
指

導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

太
陽
が
照
り
つ
け
気
温
33
度
に
な
る
猛

暑
の
中
で
参
加
者
は
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら

熱
心
に
受
講
し
、
学
ん
だ
こ
と
を
明
日
か

ら
の
作
業
に
活
か
し
て
、
安
全
第
一
で
、

お
客
様
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
し
合
い
講
習
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

■

植
木
剪
定
技
能
講
習
会
開
催

m
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当
セ
ン
タ
ー
は
、
6
月
30
日
㈯
、
下
諏
訪
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
た
「
下
諏
訪
町
町
制
125
周
年
記
念
式
典
」
に
お

い
て
、
公
共
施
設
の
環
境
美
化
活
動
な
ど
地
道
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
継
続
し
た
功
績
に
よ
り
、
下
諏
訪
町
よ
り
感
謝
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
全
シ
協
定
時
総
会
が
6

月
21
日
㈭
、
東
京
の
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
部
で
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン

タ
ー
研
究
所
の
藤
原
佳
典
氏
に
よ
る
「
高

齢
者
の
社
会
参
加
が
導
く
三
方
よ
し
」
と

題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
高
齢
者
就

労
が
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
通
じ
た
特
に
子
供
達
と
か
か
わ
る
社

会
参
加
と
健
康
、
孤
立
し
な
い
事
＝
人
と

つ
な
が
り
を
も
つ
事
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
報
告
事
項
、
事
業
計
画
等
が
、

い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
会
員
数
の
増
強
を
打
出
し
、
会
員
100

万
人
と
い
う
目
標
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
最

後
に
関
係
行
政
庁
へ
提
出
す
る
決
議
文
の

採
択
が
あ
り
ま
し
た
。

　

７
月
19
日
㈭
、
富
山
市
で
北
信
越
5
県
の

５
連
合
90
シ
ル
バ
ー
の
連
絡
協
議
会
の
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
平
成
29
年
度
の
事
業
報
告
・

決
算
、
平
成
30
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
に

つ
い
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
役
員
、
事
務
局
長
研
修
と
い
う
事
で
、

1
部
は
「
健
康
長
寿
を
食
事
か
ら
」
の
演
題

で
富
山
市
民
大
学
の
新
村
典
子
氏
よ
り
話
さ

れ
ま
し
た
。
2
部
は
「
シ
ル
バ
ー
の
過
去
と

よ
も
や
ま
話
」
と
い
う
事
で
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
立
上
げ
に
尽
力
さ
れ
た
、
長

勢
甚
遠
氏
の
講
演
を
受
け
ま
し
た
。
官
庁
と

の
折
衝
の
難
し
さ
、
50
万
人
の
署
名
を
集
め

た
事
、
補
助
金
を
貰
え
る
様
に
し
た
事
、
老

人
ク
ラ
ブ
と
の
関
係
、
造
園
業
と
の
摩
擦
等

の
話
し
が
さ
れ
ま
し
た
。

全シ協定時総会 東京
中野サンプラザで開催

交通事故に
注意しましょう

　交通事故の死亡者は年々減少
傾向にある中、65 歳以上の高
齢者が占める割合は年々高くな
っています。
　全国的にもシルバー人材セン
ター会員の就業途上において歩
行中・自転車乗車中の事故が多
く発生しています。
　交通事故を起こさないよう、
遭わないよう、時間的余裕を持
って行動しましょう。

下
諏
訪
町
よ
り
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た

感謝状贈呈式の様子
（写真提供：下諏訪町）

感謝状

富
山
市
で
開
催

…
…
北
シ
協
定
期
総
会
…
…

北シ協定期総会〔富山市〕

全シ協定時総会［中野サンプラザ］
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私
は
会
員
に
な
っ
て
2
年
に
な
り

ま
す
。
入
会
と
同
じ
時
期
に
丁
度
レ

イ
ク
ウ
ォ
ー
ク
岡
谷
・
ア
ピ
タ
店
が

開
店
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
カ
ー
ト

の
片
付
け
等
の
仕
事
を
紹
介
さ
れ
今

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

仕
事
の
内
容
は
カ
ー
ト
の
清
掃
、

整
理
、
整
頓
、
片
付
け
、
配
置
等
、

仲
間
9
人
で
暑
さ
に
負
け
ず
に
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。
一
日
の
歩
数
は
諏

訪
湖
2
／
3
周
位
、
動
き
回
り
最
近

足
腰
が
丈
夫
に
な
っ
た
様
な
気
が
致

し
ま
す
。

　

毎
日
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
、
挨

拶
、
身
仕
度
、
清
潔
で
す
。
お
客
様

に
好
感
を
も
っ
て
も
ら
え
る
様
、
常

に
お
客
様
フ
ァ
ー
ス
ト
を
忘
れ
ず

に
、
素
晴
ら
し
い
仲
間
と
共
に
、
働

け
る
幸
福
を
感
じ
つ
つ
日
々
の
仕
事

を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

 

　

60
歳
で
定
年
に
な
り
、
家
で
は
畑

庭
の
仕
事
が
日
課
と
な
り
2
〜
3
年

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
入
る
き
っ
か
け
は
、
孫
を
保
育
園

に
入
園
さ
せ
る
た
め
で
し
た
。
な
ぜ

か
と
い
い
ま
す
と
、
65
歳
ま
で
、
家

族
と
住
ん
で
い
た
た
め
で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

に
な
り
、
月
日
が
早
い
も
の
で
、
同

じ
会
社
で
16
年
余
り
に
な
り
、
色
々

な
事
も
有
り
ま
し
た
が
、
現
在
男
性

4
人
、
女
性
3
人
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
清
掃
、
植
木
剪
定
、
草
取
り
等
、

頼
ま
れ
れ
ば
何
で
も
こ
な
し
て
い
ま

す
。
長
年
同
じ
会
社
で
働
い
て
い
ま

す
と
、
毎
日
自
分
で
何
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
か
を
考
え
、
仕
事
を
こ

な
し
て
い
ま
す
。

　

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

思
い
や
り
…
等
大
切
に
、
又
会
社
に

は
信
頼
さ
れ
る
よ
う
勤
め
て
い
き
た

働
け
る
幸
福
を
感
じ
つ
つ

（
岡
谷
地
区
）

小
松  

三
雄

　　
　
　

班
長
リ
レ
ー
だ
よ
り

い
と
思
い
ま
す
。

　

働
け
る
幸
せ
を

感
じ
な
が
ら
、
体

の
続
く
限
り
、
安
全
を
第
一
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

振
り
返
っ
て
見
れ
ば

（
下
諏
訪
地
区
）

大
久
保 

幸
男

●�班会議は、地域の仲
間、職場の仲間が集
まる年に1回の会議
です。

●�全会員の参加をお願
いします。

班会議には
 全員参加しよう！

KYT《かもしれカード》

の活用を！
■�常に安全手帳とともに携帯し、
安全の確保を目指そう。

※�手元にない方や再交付を希望
される方は、事務局までお申し
出ください。

会員による1人1会員入会活動により会員増強を推進しよう！
▶�シルバー人材センターの地域における存在意義を高め、積極的な事業運営を
行うためには、「会員の拡大」が最重要課題です。

▶�全シ協では、「会員 100万人達成計画」に基づき会員増加に取り組むことと
しており、会員による１人１会員入会活動などの対応を求められています。
▶�現会員が紹介した人が入会した場合には千円の商品券を贈呈します。制度を
活用して、友人や知人に入会を勧め、会員増強にご協力ください。
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第
4

回
理
事
会
（
6

月
8

日
）

    

・  

正
会
員
入
会
者
の
承
認
に
つ
い
て

    

・  

専
門
部
会
等
の
所
属
、担
当
に
つ
い
て

    

・  

理
事
、
班
長
合
同
会
議
に
つ
い
て

    

・  

専
門
部
会
等
の
報
告

    

・  

五
月
事
業
実
績
報
告

第
5

回
理
事
会
（
7

月
23

日
）

    

・  

正
会
員
入
会
者
の
承
認
に
つ
い
て

    

・  

理
事
・
監
事
候
補
者
選
考
委
員
（
案
）

に
つ
い
て

    

・  

役
員
視
察
研
修
に
つ
い
て

    

・  

第
3
期
中
長
期
計
画
書
の
見
直
し
に

つ
い
て

    

・  

新
入
会
員
入
会
の
専
決
処
分
に
つ
い
て

    

・  

専
門
部
会
等
の
報
告

    

・  

六
月
事
業
実
績
報
告

    

・  

下
諏
訪
町
か
ら
の
感
謝
状
授
与
に
つ

い
て

第
6

回
理
事
会
（
8

月
23

日
）

    

・  

正
会
員
入
会
者
の
承
認
に
つ
い
て

    

・  

役
員
視
察
研
修
に
つ
い
て

    

・  

班
会
議
の
配
布
資
料
に
つ
い
て

    

・  

専
門
部
会
等
の
報
告

    

・  

七
月
事
業
実
績
報
告

    

・  

安
全
・
適
正
就
業
に
係
わ
る
「
標
語
」

の
応
募
結
果
に
つ
い
て

    

・  

事
故
報
告

★
6

月

6
日
・ 

県
シ
連
定
時
総
会

8
日
・
新
任
理
事
及
び
監
事
研
修
会

　
　
　

第
4
回
理
事
会

12
日
・
会
員
入
会
説
明
会

18
日
・
第
1
回
安
全
部
会

20
日
・
女
性
部
幹
事
会

21
日
・
全
シ
協
定
時
総
会

　
　

・
第
2
回
総
務
部
会　

25
日
・
第
1
回
文
化
部
会

　
　

・ 

第
1
回
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

実
行
委
員
会

26
日
・
県
シ
連
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

27
日
・
第
１
回
就
業
部
会

29
日
・
安
全
就
業
推
進
研
修
会

30
日
・ 

下
諏
訪
町
町
制
施
行
125
周
年
記

念
式
典

★
7

月

1
日
・ 「
み
ず
う
み
第
121
号
」
発
行

3
日
・ 

県
シ
連
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
（
松
本
・
塩
尻
地
区
）

4
日
・ 

理
事
・
班
長
合
同
会
議

　
　

・ 

第
1
回
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
実
行

委
員
会

6
日
・ 

女
性
部
ヨ
ガ
講
座

7
日
・ 

下
諏
訪
地
区
役
員
合
同
会
議

10
日
・ 

会
員
入
会
説
明
会

シ
ル
バ
ー
の
動
き

（
6
／
1

〜
8
／
31

）

11
日
・ 

刈
払
機
等
安
全
取
扱
い
技
能
講

習
会

13
日
・ 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　

・ 

第
1
回
安
全
委
員
会　

　
　

・ 

岡
谷
地
区
役
員
合
同
会
議

14
日
・ 

刃
物
研
ぎ
事
業

18
日
・ 

植
木
剪
定
技
能
講
習
会

19
日
・ 

北
シ
協
定
期
総
会

23
日
・ 

第
5
回
理
事
会

25
日
・ 

南
信
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
等
研
修
会

29
日
・ 

夏
の
社
会
奉
仕
活
動

30
日
・ 

下
諏
訪
地
区
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

31
日
・ 

岡
谷
地
区
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

★
8

月

3
日
・ 

第
3
回
総
務
部
会

6
日
・ 

第
2
回
就
業
部
会

7
日
・ 

第
2
回
安
全
部
会
・
安
全
委
員
会

　
　

・ 

高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
の
懇

談

9
日
・ 

野
菜
販
売

21
日
・ 

会
員
入
会
説
明
会

23
日
・ 

第
6
回
理
事
会

　
　

・  

第
3
期
中
長
期
計
画
推
進
管
理

委
員
会

　
　

・ 

第
1
回
理
事
・
監
事
候
補
者
選

考
委
員
会

　
　

・ 
第
2
回
文
化
部
会

27
日
・ 

理
事
長
・
事
務
局
長
合
同
意
見

情
報
交
換
会

　
　

・ 

正
副
理
事
長
研
修
会

岡
谷
地
区

○
下
浜 

小
口　

光
弘

○
岡
谷
1
―
1 

金
子　
　

明

○
川
岸
4 

鮎
澤　

幸
子

○
横
川 

清
水　
　

豊

下
諏
訪
地
区

○
1
区
―
1 

宮
本
七
代
子

○
10
区 

山
本　

和
人

新
入
会
員
紹
介

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

6
／
1

〜
8
／
31

日
ま
で
の
入
会

理
事
会
だ
よ
り
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〇�
社
中
学
校
の
伏
見
屋
邸
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
活
動
ス
タ
ー
ト

　

5
月
15
日
、今
年
の
メ
ン
バ
ー

30
人
と
先
生
5
人
が
見
学
に
訪

れ
、
館
内
や
蔵
の
見
学
を
し
ま

し
た
。

　

7
月
21
日
、
宿
泊
体
験
学
習

を
行
い
ま
し
た
。
町
内
見
学
の

後
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
加

わ
り
、
手
造
り
カ
ル
タ
で
熱
戦

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〇�
お
客
さ
ん
参
加
の
七
夕
飾
り
完
成

　

今
年
も
飾
り
竹
を
会
員
が
提
供
、

お
客
さ
ん
に
願
い
事
を
書
い
た
り
し

て
参
加
し
て
も
ら
い
、
飾
り
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

〇�

ガ
ー
デ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
力

　

町
内
の
小
中
高
生
に
よ
る
ガ
ー
デ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
、
7
月
初
旬

に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
プ
ラ
ン
タ
ー

8
個
が
届
き
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ン
タ
ー
に
は
若
い
苗
が
3
本

ず
つ
植
え
ら
れ
て
い
て
、
今
年
は
、

み
ん
な
き
れ
い
な
花
を
付
け
ま
し
た
。

〇�

リ
ボ
ン
金
魚
の
泳
ぐ
伏
見
屋
邸

　

今
年
も
通
り
庭
に
所
狭
し
と
リ

ボ
ン
金
魚
が
泳
い
で
い
ま
す
。
ま

た
、
絵
手
紙
グ
ル
ー
プ
の
作
品
が

上
見
世
に
並
び
、
訪
れ
る
人
の
目

を
引
い
て
い
ま
す
。

　

リ
ボ
ン
金
魚
、
絵
手
紙
は
9
月

30
日
ま
で
展
示
し
ま
し
た
。

〇 �友の会総会開催
　6月11日、全員総会を老福センターで開きま
した。
　29年度の活動報告、30年度の活動計画、役
員改選と5月に亡くなられた山田博昭さんの追
悼式を行いました。後日、お墓参りに行ってき
ました。

〇 �矢崎一路氏の写真展
　石仏シリーズ第4弾を7月1日か
ら21日まで行いました。
　下諏訪宿には色々ないわれを持
った石仏が沢山あり、それを写真家の目で撮り
ためたものを毎年7月にお願いしています。
　通算7回目でファンも多くなり、「今年も来た
よ」と言う声も聞かれました。

〇 �チャーリー坂本氏ライブ

　このライブも今年で4回目
となりました。このチームは、
安心して長くお願い出来ると
思っています。
　これからも地元の人々やシ
ルバーの人々にも支援をお願
いできればと思っています。

　
▶
熱
戦
の
カ
ル
タ

　
　
取
り

▶
昨
年
よ
り
お
客
様
の
参
加
が
増
え
た
飾
り

リ
ボ
ン
金
魚
と
絵
手
紙
展
▼

◀
伏
見
屋
邸
友
の
会
の
総
会

▲立派に咲きました

伏
見
屋
邸
だ
よ
り

▲南京玉すだれの演技
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▲新しくなった今昔館

▲子供たちによる「健康スポーツ都市」宣言

▲今回も楽しく街あるきができました

検針の様子

▲感謝状贈呈式の様子（写真提供：下諏訪町）

　

5
月
19
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
通

学
路
の
点
検
と
新
装
な
っ
た
観
光
ス

ポ
ッ
ト
巡
り
。
本
陣
岩
波
家
と
新
し

く
な
っ
た
今
昔
館
お
い
で
や
を
見
学

し
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
老
福
セ

ン
タ
ー
で
昼
食
を
取
り
な
が
ら
の
懇

親
会
で
は
、
脳
ト
レ
ク
イ
ズ
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

6
月
23
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
途

中
か
ら
小
雨
に
な
り
ま
し
た
が
、
以

前
、
会
員
の
「
雨
が
降
っ
た
ら
学
校

は
休
み
に
な
る
の
か
？
」
の
発
言
以

来
、
小
雨
で
も
歩
く
の
が
当
た
り
前

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
町
内
の
足
場
を
含
め
て

温
泉
場
巡
り
。
温
泉
財
産
区
の
事
務

所
で
下
諏
訪

温
泉
の
歴
史

や
現
状
に
つ

い
て
説
明
頂

き
出
発
し
ま

し
た
。
後
は

い
つ
も
と
同

じ
コ
ー
ス
で

楽
し
く
解
散

し
ま
し
た
。

　

今
年
も
町
の
児
童
居
場
所
づ
く
り

推
進
員
会
か
ら
要
請
が
あ
り
、
7
月

27
、28
日
に
砥
川
の
浮
島
で
開
催
さ
れ

た「
夏
休
み
み
ん
な
の
遊
び
場
」で
の

子
供
の
安
全
見
守
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
28
日
は
台
風
の
影
響
で
会

場
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

6
月
30
日
に
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、〝
子
供
を
見
守
る
会
〞
は
町

か
ら
感
謝
状
を
頂
き
ま
し
た
。
発
足

時
の
シ
ル
バ
ー
役
員
や
先
輩
会
員
の

ご
苦
労
と
ご
努
力
が
評
価
さ
れ
て
今

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
も
こ

の
灯
を
消
さ
な
い
よ
う
に
引
き
継
い

で
い
き
た
と
思
い
ま
す
。

●
本
年
第
1
回“
あ
る
こ
う
か
い
”

●
第
２
回“
あ
る
こ
う
か
い
”行
う

●「
夏
休
み
み
ん
な
の
遊
び
場
」 

　

へ
の
協
力

●
町
制
施
行
125
周
年
記
念
式
典

 

水
道
検
針
班
は
下
諏
訪

町
内
の
家
庭
や
商
店
、
会

社
等
約
9
千
件
の
水
道
メ

ー
タ
ー
を
男
性
4
名
、
女

性
3
名
の
会
員
で
検
針

し
、「
お
知
ら
せ
票
」を
端

末
機
器
で
出
力
し
て
お
渡

し
す
る
こ
と
が
主
な
業
務

で
す
。
奇
数
月
の
15
日
ま

で
に
検
針
を
終
了
し
、
端
末
機
器
を

返
却
し
て
業
務
完
了
に
な
り
ま
す
。

　

検
針
結
果
が
請
求
金
額
に
な
る
た

め
、
メ
ー
タ
ー
数
値
の
見
誤
り
や
誤

入
力
が
無
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払

っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
を
す
る
時
は
一
人
ひ
と
り
で

す
が
、
7
名
の
メ
ン
バ
ー
は
「
安
全

第
一
で
正
確
な
検
針
」
を
共
通
の
モ

ッ
ト
ー
に
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

水
道
検
針
班

班
長　

小
林
二
郎
　

こんなところで働いています

シ
ル
バ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り
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■

ヨ
ガ
教
室
開
催

　（
岡
谷
下
諏
訪
合
同
事
業
）

　

7
月
6
日
㈮
、
午
後
1
時
30
分
か

ら
、
下
諏
訪
体
育
館
に
て
柏
木
真
琴

先
生
を
迎
え
、
30
名
の
参
加
で
楽
し

み
ま
し
た
。

　

足
の
指
・
つ
ぼ
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
か

ら
始
ま
り
、
無
理
な
く
全
身
を
ほ
ぐ

し
、ヨ
ガ
の
呼
吸
法
な
ど
を
体
験
し
、

あ
り
が
と
う
と
感
謝
し
な
が
ら
マ
ッ

サ
ー
ジ
す
る
事
が
必
要
な
の
だ
と
学

び
ま
し
た
。

　

心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
、

と
て
も
気
持
の
良
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■

岡
谷
地
区
で
料
理
講
習
会

　

岡
谷
地
区
女
性
部
の
料
理
講
習
会

を
9
月
11
日
㈫
に
、
長
野
県
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
あ
い
と
ぴ
あ
）

の
調
理
実
習
で
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
男
性
会
員
も
含
め
17

名
で
し
た
。

　

会
員
の
山
田
千
代
さ
ん
を
講
師
に

お
願
い
し
て
、
旬
の
野
菜
を
使
っ
た

6
品
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
カ
ボ

チ
ャ
の
お
は
ぎ
、
ナ
ス
と
エ
リ
ン
ギ

の
味
噌
い
た
め
、
野
菜
の
肉
ま
き
な

ど
、ど
れ
も
思
い
の
外
簡
単
に
で
き
、

お
い
し
く
大
満
足
の
声
も
あ
り
好
評

で
し
た
。

　

調
理
を
し
て
い
る
時
、
試
食
時
も

和
気
あ
い
あ
い
と
し
て
、
大
変
楽
し

く
有
意
義
な
ひ
と
時
を
持
ち
ま
し

た
。

ホームページを
活用しましょう

女性部を
盛り上げよう！

　シルバー人材センターのホームペー
ジは多くの情報が満載！
　情報の入手や会員同士のコミュニュ
ケーションづくり、同好会の活動状況
の発信などにご利用ください。

　介護予防・日常生活支援総合事業
への参入など、女性会員に対する期待
は増々高まっています。
女性部を盛り上げましょう！

女
性
部
だ
よ
り

女
性
部
だ
よ
り

■

下
諏
訪
地
区
で
料
理
講
習
会

下
諏
訪
地
区
女
性
部
の
料
理
講
習
会

を
9
月
6
日
㈭
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー

の
古
畑
淳
子
さ
ん
を
講
師
に
、
下
諏

訪
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
料
理
実
習
室

で
行
い
ま
し
た
。

　

調
理
前
に
健
康
維
持
の
基
本
は
食

生
活
と
い
う
事
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

内
容
は
、
災
害
時
に
役
立
つ
パ
ッ

ク
ク
ッ
キ
ン
グ
2
品
、ま
ぜ
ご
は
ん
、

サ
ラ
ダ
、
炒
め
物
な
ど
。
思
い
の
ほ

か
短
時
間
で
仕
上
が
り
、
出
席
人
数

は
20
人
で
し
た
が
、
今
年
は
5
人
の

男
性
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
活
気

あ
る
調
理
実
習
と
な
り
ま
し
た
。

▲心身ともにリラックス

▲
男性会員も参加しました。

▼
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同
好
会
の
紹
介

会
員
募
集
中
！

やきもの同好会

　身の回りは物があふれ、金さえ出せば何で
も手に入る時代が今です。こんな世情の中、
自分だけのもの、飾らないものに自ら挑戦し
ませんか。土に触れていると安らぐものです。
　経験不要、マイ○○を一緒に作り、愛用し
ませんか。さあ、始めましょう！
　現在会員７名。興味関心ある方を歓迎！

　★活動日　月末日曜日　年間５回
　★時　間　午後１時 30分～４時
　★場　所　東山田会長工房
　　代表者　石川 勝三
　★ＴＥＬ　090 ─ 5998 ─ 0477

岡谷シルバーパソコン同好会

　現在の会員は13人で、月2回例会を行っ
ています。
　難しいことはなかなかできませんが、お互
いに教えあって楽しく活動しています。
　年 2回ほど日帰りの写真撮影会兼親睦会も
行っています。
　興味のある方は初心者でも結構ですので気
軽に声をかけてください。
　★活動日　第 2、4土曜日
　★時間　午前 10時～ 12時
　★場所　諏訪湖ハイツ�IT研修室
　　代表者　小林　彰
　★ＴＥＬ　090 ─ 4609 ─ 2793

刃物研ぎ事業好評実施中
　会員の皆様も自宅にある切れ味の悪くなった刃
物、一度研いでみませんか。

【刃物研ぎ今後の日程】
▶下諏訪町いきいきプラザ
　11月10日、12月15日、平成30年3月16日
　・各会場　午前 9 時～ 12 時
▶諏訪湖ハイツ（シルバーフェア）
　11月17日
　　（午前 9時30分～11時30分）
　　●刃物研ぎ事業部会●
　代表者　長田  正康　23-2570

　今年も年賀状の印刷注文を受け付けます。
　年頭のごあいさつに相応しいデザインを工夫して、岡谷・下諏訪各事務所
に展示します。多くのご用命をお待ちしております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　●岡谷・下諏訪パソコン事業部会●

150 本　限定販売

独自事業部会だより  …会員募集中…
年賀状の注文承ります

新年の「しめ飾り」の注文承ります
会員の皆様より注文を受け付けますので、お早め
にお申し込みください。

★しめ飾り（大） 3,000 円
★しめ飾り（中） 1,800 円
★床飾り 1,500 円
★輪じめ 150 円
　●しめ飾り事業部会●
　代表者　宮坂  龍二
　　　080-5146-5890
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盛
夏
真
最
中
の
頃
、
何
の
作
業
の

帰
り
道
で
あ
っ
た
の
か
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
私
の
姿
は
、
疲
労
困
ぱ
い

で
背
中
を
丸
く
し
て
、
国
道
を
力
弱

く
歩
い
て
い
る
老
人
の
よ
う
だ
っ
た
ら

し
く
…
。

　
「
確
認
す
る
と
、
あ
な
た
じ
ゃ
な
い

の
！
」
こ
れ
は
夕
飯
の
時
に
出
た
家
内

の
言
葉
で
あ
り
ま
し
た
。

　

背
筋
を
ピ
ン
と
伸
ば
し
て
、
声
は

大
き
く
は
っ
き
り
と
、
動
作
は
素
早

く
き
び
き
び
と
…
長
い
間
培
っ
た
地
元

で
の
消
防
団
精
神
は
今
は
何
処
か
。

　
い
や
い
や
ま
だ
ま
だ
、
そ
ん
な
歳
じ

ゃ
な
い
ぞ
。
シ
ル
バ
ー
の
活
動
を
通
じ

て
己
を
奮
い
立
た
せ
て
い
る
昨
今
で
あ

り
ま
す
。

 

（
理
事
：
中
村
文
人 

記
）

　【
お
知
ら
せ
】

　
10
月
15
日（
月
）は
、
会
員
親
睦
旅
行

の
た
め
、
岡
谷
事
務
所
・
下
諏
訪
支
所

は
お
休
み
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

第30回 シルバーフェアのご案内
★★★★働く喜びと社会参加♥♥♥♥

お誘い合わせてぜひお出かけください。お待ちしております。

11 月 17 日（土）　9 時 30 分〜 15 時 30 分
11 月 18 日（日）　9 時 30 分〜 14 時 30 分
おかや総合福祉センター（諏訪湖ハイツ）

……………………………〈出展等の予定〉……………………………
★友禅染、表装、手芸、やきものなどの作品展示、販売
★同好会、事業部会の紹介……写真パネル展示
★子供との触れ合い交流会（工作教室・お絵描き）
★野菜の販売……（白菜他）
★同好会等舞台発表（カラオケ、腹話術、バンド演奏、ハーモニカ、詩吟 等）
★刃物研ぎ
★シルバー何でも相談室　会員の交流の場所がありますのでご利用ください。
◉出展手続き
　個人、同好会とも展示作品、販売品の区別を明確にし、個人は 11月12日（月）、同好
会は 11月16日（金）までに本所事務局（ハイツ）又は下諏訪支所へ作品を持参し、受付
をしてください。

♬

と き

ところ

●落語家 和泉家志ん治 師匠　をお迎えして、

 シルバー寄席（30回記念口演）開催‼
　　　　　▶日時：11 月 18 日（日）　午後 1 時開演
　　　　　▶会場：おかや総合福祉センター（諏訪湖ハイツ）
　　　　　　　　　　　3 階 コンベンションホール

～ ご家族、ご近所お誘いのうえ ご来場ください ～

入場無料

♪


